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液晶テレビにおけ 
一日本の競争力の 原点 ; 「暗黙 尭 ?7J の「擦り今わ ぜ Ⅰ -- 

0 牛田行彦 ( 立命館アジア 太平洋大 ) 

と「標準サイズのシリコンな ヱハ 」を 受 @ 

液晶産業は。 日本がリーダーシップを 取って創造し 成長さ これに対して。 液晶の場合には。 大きな画像 は 断面 値 を持 

せてきたが。 韓国、 台湾が参入し 競争となっている。 1.2) この っているから。 M 穏話ノく ネルのサイズ 自ゃ持浴 価値を持っている " 

テレビは、 シャープが市場を 創造したが。 

い 競争に突入している。 このように液晶 産 

が 進展している。 

沼上幹は 。 王 996 年までの 液是 ディスプレイの 縞織な技術 革 

新 史から欧米と 日本の行為連鎖システムを 議論しね 

私は 。 将熱桑 産業のアーキテクチャを 分析し報告しね。 ') 

エッチンバ等の @ 様の工程を持っている。 しかし。 

間 には多くの違いがあ る " この液晶と半導体の 比較 

を 、 表 1 に ; 禾す " 3% 尊 # 本の場合には。 3 場合、 世界的な合意が 得られた「技を 桟手口一 

コンウェハが 用いられる。 素子サイ 刃 

06755 倍の面積を持っている。 これらの相違の 原因につい - て、 

以下に述べる。 

織紺とするこ 日 こより。 素子サイズを 小さくでき、 機能も向 現代まで変化を 詳細に述べている。     

七 でき。 コストも下げられる。 「ムーアの法具 1 」として知られ このため、 半導体と比較し。 液晶の工程、 製品 " 産業の ア 

ているよう @ こ 。 1 つの半導体チップにのるトランジスタ             ーキテク テャ を検討し犬も   半導体の特徴を 見ると。 世 

ほ、 糞ケ 月で 2 倍になる。 このため。 半導 # 襖 造の指導原理 界 的合意を得た「技術『 一ド マップ。 」と「標準化装置」が 有 

は、 「， 1@ 酵目 であ る。 このため。 半導伸鍾業は 「標準化装置」 る また、 半ミ 尊 ヰ村 ま 。 蒔 (rnt ぬ ㎏ ctna@ %op 鮮 ty)) という「 モ 
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、 ジュールコを 組み合わせることで 設計でき、 この理は外部企 

業から買うことも 可能であ る。 この設計は「標準化装置 コ に 

よって。 製品化される。 このことから 半導体工程のアーキテ 
クチャ は 。 「モジュラ一型』 ヱ程 とい 

のアーキテクチャを 見ると。 半導 
臼皿工 。 宝 と れ ㎏ ぴ n A% 。 eSS ry 凋 「モジュラ一型で 

(Sy, 屯 "m 。 n 窃 iPm@ ま 合わせ 雙 寄りと言える。 
これに対して、 液晶は「カスタマイズ 装置」で「カスタマ 

イズ工手出を 用い。 他社より大きな 液晶パネルを 生産しょう 

程のアーキテクチャは。 

やな 。 図 互に示す " 已 パソコン用液晶パネルは。 まさにノー 

トパソコン用に「モジュ づ辮 ㎏されており " ト モディティ 

化」 している。 パソコンメーカ 一旗 

るこ 乙 、 r より。 同じ品質のパネルを 

求める。 これに対し 鱒 液晶パネルは。 高画質とも。 ぅ萬 パフ オ 

よ引 こ「擦り合せ 型』の 

ビジネス。 アーキテクチャが 適しても、 る 。 田 また 中パ陸肇 液晶 

パネルは携帯用等 @ こ 用いられ。 携帯電話メーカ 一等と擦り合 

わ辻が必要な 製品であ る。 

半
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ているよ う に 、 「オ一光 ノ 」 け 

ローズ ョ を併せて 免 

ンテ グラブ 睦弐 」が強みになっている。 6.7) また。 次世代の液 

晶 技術として、 現在一般に使われている デ モノレファスシリコ 

ン薄綾 トランジスタより 格 ま よく。 ガラス上に電子 

回路を尭 ヲ @ することもできる 

台湾は 、 「モジュー / レヒ 畿を更に突き 議 め 「 コ モディティ 

ゼ 出しているパソコン はめ用 液晶に強みを 持っている。 しか 

し。 装置、 パ睦シく ネルの 
ている。 先にも述べたよ 

力 を拡大しているし。 ま 

議 ノ @@ 。   
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り 液晶産業に参入したが。 ㎏ジュラ一型』のパソコン 用液晶 

に 強みを有している ヵ に 留まって 

いる。 サムスンと㏄ 千 うと共に。 

発に努め、 テレビ用液晶の 一極を占め 

、 ンマー プは 擦り合わせ型』の 技術開発と。 

投資で、 テレビ用￥ 磁暴の - 極を占めている。 

費
 

投
 

    

ることを約束し プ こ 

ると説明し、 事後了解を得まも 
三重県は、 このシャープの 亀山工場と多 気 工場を核として、 

築を日指す「クリスタルバレ 

の事例から。 

日本の特長であ る、 「暗黙 知 」の「擦り合わせ」による 競争力 
を 考察する。 

図 5 に示す様に、 「水平分業」； 、 ら璃 % 台   

  



  

を 進めてきねこの 
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へ 変わってきている。 靱 また 

るづこ凶 C よ                 

が 産み出される。 蟻 

先に。 液晶はクローズド。 インテク ラルく 囲い   

パートナーとして 囲い込 

9 合わ 朔 @ こより。 新し 

も 寸支術 。 商品が生み出される。 これが 

- つと考え ろ 為る " なお。 このクロー 

@ ま 「ブラック ボ ，タス 

動 した第 B 世代のガラス 基板に対応した " 液晶用カラー。 プ 

ィルタ について紹介する。 
光の㈱ / は芋 機能し力 ヰ寺 たなも 博夜 晶を用いて、 カラ一表示す 

るためにほ。 カラー。 フィルタが必要であ る。 このカラー。 

技術を用いて 生産されて 
いた。 カラー。 フィルタの要求仕儀から 考えると、 露光技術 
は精細度に関し 供給過剰な・ 技術であ ったしかし、 大型化に 

のあ る技術であ っ尤も 

"" 。 " 。 。 " 。 "" 。 

であ るインクジェット 技術の性能向上によりに。 

露光 技繍こ 取って代わろ う としている。 

にインクジェット 方式でのカラー。 フ 

してきたと同 s き @ こ 。 民間企業 24 社が出 

して 2 ㈱ 2 年 荏 月江設立したフューチャービジョンでも 開発 
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